
（別紙３）

～ 令和７年　２月　８日

（対象者数）
15

（回答者数）
10

～ 令和７年　１月　２７日

（対象者数）
5

（回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・研修に参加し、より幅ひろいプログラムを提供できる

ようにしたい。

2
・今後も適宜室内の構造化資格支援を充実させていきた

い。

3
・就労等の関係で参加ができない保護者にも配慮した取

り組みをしていきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 ・地域交流を活発にできるよう、活動を組んでいきたい。

2
・月のお便りや広報誌での周知を徹底する。

・新たな広報方法を確立する。

3 ・兄弟児にフォーカスした支援の検討

・広いデイルームをいかした粗大運動のプログラムの提

供

・支援者それぞれが利用児童に必要な力を考え粗大運動

の遊びを提供していること。

○事業所名 放課後等デイサービス事業所　第２みのりの家

○保護者評価実施期間
令和７年　１月　２０日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和７年　１月　２０日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和７年　２月　１５日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

・視覚支援や室内の構造化

・利用児童の特性やニーズを分析し、個別スケジュール

の提示や室内のを構造化行い、見通しの持てる環境つく

りをしてい提供ること。

・保護者支援の充実
・保護者のニーズによりそい、交流や研修を通して相互

理解、共通の支援観の形成をしていること。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・児童クラブとの交流がない。 ・児童クラブとの交流を行う環境が整っていない。

・活動プログラムの周知不足 ・アプローチ不足

・兄弟児への支援不足
・保護者とはしているが、兄弟児の参加がむずかしい時

間帯が多い。

事業所における自己評価総括表公表


